
表1　2016年末わが国の慢性透析療法の現況

4,396 施設 16 施設増 0.4 ％増

4,336 施設 15 施設増 0.3 ％増

設備 135,211 台 1,673 台増 1.3 ％増

133,500 人 1,986 人増 1.5 ％増

444,192 人 5,801 人増 1.3 ％増

215,858 (72.1) 25,827 (85.3) 241,685 (73.3)

72,959 (24.4) 3,877 (12.8) 76,836 (23.3)

19 (0.0) 7 (0.0) 26 (0.0)

1,360 (0.5) 46 (0.2) 1,406 (0.4)

633 (0.2) 2 (0.0) 635 (0.2)

6,722 (2.2) 468 (1.5) 7,190 (2.2)

1,521 (0.5) 39 (0.1) 1,560 (0.5)

165 (0.1) 4 (0.0) 169 (0.1)

33 (0.0) 5 (0.0) 38 (0.0)

61 (0.0) 3 (0.0) 64 (0.0)

299,331 (100.0) 30,278 (100.0) 329,609 (100.0)

かっこ内は列方向の合計に対する％です。

2,596.7 人 39.7 人増 1.5 ％増

32,431 人 939 人減 2.9 ％減

37,398 人

1,946 人

39,344 人 118 人減 0.3 ％減

31,790 人 722 人増 2.3 ％増

47,991  (23.3) 22,546  (19.9) 70,537  (22.1) 1 (100.0) 70,538  (22.1)

54,028  (26.3) 26,140  (23.1) 80,168  (25.1) 80,168  (25.1)

51,830  (25.2) 27,315  (24.2) 79,145  (24.8) 79,145  (24.8)

25,001  (12.2) 15,555  (13.8) 40,556  (12.7) 40,556  (12.7)

12,737  (6.2) 9,357  (8.3) 22,094  (6.9) 22,094  (6.9)

6,920  (3.4) 5,564  (4.9) 12,484  (3.9) 12,484  (3.9)

3,621  (1.8) 3,276  (2.9) 6,897  (2.2) 6,897  (2.2)

2,062  (1.0) 1,925  (1.7) 3,987  (1.3) 3,987  (1.3)

1,139  (0.6) 1,013  (0.9) 2,152  (0.7) 2,152  (0.7)

406  (0.2) 387  (0.3) 793  (0.2) 793  (0.2)

205,735 (100.0) 113,078 (100.0) 318,813  (100.0) 1 (100.0) 318,814 (100.0)

188 107 295 295

205,923 113,185 319,108 1 319,109

6.84 8.28 7.35 7.35

7.19 8.22 7.6 7.6

※透析歴別患者数は患者調査票より算出。

　かっこ内は列方向の合計に対する％です。

※最長透析歴は患者調査票より算出。
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通院 入院 合計　治療方法

　最大収容能力
能力

総計

　2016年PDで新規に透析導入した患者数

　2016年　新規導入患者総数

　2016年　透析患者死亡数

合計女性 記載なし男性透析歴

最長透析歴 48年 4ヶ月

30年～

35年～

40年～

合計

不明

記載なし

総計

平均

標準偏差

　2016年末透析患者のうち、夜間透析患者数

 週2回のHD(F)等との併用

 在宅血液透析

　2016年HD(F)等で新規に透析導入した患者数

 週3回のHD(F)等との併用

　2016年末透析患者総数

20年～

5年～

10年～

2年未満

2年～

　対象施設数

25年～

 血液透析（HD）

 血液透析濾過（HDF)

 血液濾過（HF）

 血液吸着透析

 腹膜透析（PD）

 週1回のHD(F)等との併用

 上記以外の併用

　人口100万対比

治療
方法
単独

HD(F),
PDの
併用

　回収施設数

ベッドサイドコンソール台数

　同時透析能力

15年～


